
回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1 社会生活と法の役割 11 美容師法用語の定義 21 理容所・美容所の開設

2 法の形式 12

人（理容師・美容師）に

関する規程の概説 22 開設者が講ずべき衛生措置

3 衛生法規の概要 13 養成施設 23 理容所・美容所以外での業務

4 理容師・美容師法と付属法令 14 試験 24 立入検査と環境衛生監視員

5 衛生行政の意義と歴史 15 免許と登録 25 違反者等に対する行政処分

6

衛生行政の分類と　　生

活衛生行政の内容 16 免許と登録 26

不利益処分を行う場合の手続き

違法または不当な処分についての

審査請求

7 衛生行政を担う行政機関 17 理容師・美容師の義務 27

罰則について

理容師法・美容師法の罰則

8

都道府県・市町村・

保健所の役割と機構 18 理容師・美容師の義務 28

理容業・美容業の運営に

関する法律

衛生に関する法律

9 理容師・美容師法の目的 19

業務禁止、免許取消

及び再免許 29 国家試験対策

10 理容師法の用語の定義 20 管理理容師・管理美容師 30 国家試験対策

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・学科 講義

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

関係法規・制度（30時間） 関係法規・制度教員資格取得者 3年以上（美容師）

目標

理容師・美容師になろうとする人のために、必要な関係法規・制度を理解する。また、社会で行

われているさまざまな法律行為を理解する基礎づくりに役立つことを理解する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1
演習問題

11
微生物の構造

21

血液などを介して

感染する感染症

2
演習問題

12
微生物の増殖

22

動物･節足動物を

介して感染する感染症

3
演習問題

13

微生物の病原性と

人体の感受性 23
標準予防策

4
演習問題

14
汚染・感染・発病

24
咳のある客への対応

5
演習問題

15
常在細菌叢

25

病変の皮膚を持つ客

への対応

6
演習問題

16
免疫と予防接種

26
嘔吐をした客への対応

7

1章　感染症の総論

1節　人と感染症

1感染症発見の歴史 17
感染症発症の要因

27

衛生管理技術

病原微生物と非病原微生物

8
感染症と法律

18
感染予防の三原則

28
消毒の原理

9
感染症の分類

19

空気,飛沫を介して

感染する感染症 29
消毒の意義

10
微生物の種類

20

飲食物を介して感染す

る感染症 30

消毒に関連のある

法の規定

科目名・（時間数） 担当 実務経験

衛生管理（60時間） 衛生管理教員資格取得者 3年以上（美容師）

目標

公衆衛生の向上と環境要因について知識を深め、美容師になるための

衛生管理の基礎を習得する。

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・学科 講義



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

31

消毒を怠った場合の危

険と責任
41

化学的消毒法・アルコー

ル類による消毒法
51

常備しておくとよい

消毒薬と希釈濃度

32

消毒法の種類

42

次亜塩素酸ナトリウムに

よる消毒
52

消毒薬希釈法

33

消毒に必要な条件

43

界面活性剤による消毒

53

理容所美容所に

おける消毒の原理

34

病原微生物の抵抗力

44

グルコン酸クロルヘキシ

ジンによる消毒
54

理容所美容所に

おける消毒設備

35

消毒薬の使用と保存の注意

45

その他の消毒薬

55

器具類の消毒法

36

理学的消毒法

46

優れた消毒法の条件

56

手指の消毒

37

紫外線消毒法

47

消毒を行う際の

注意事項
57

過去問題

38

煮沸消毒

48

各種消毒薬

58

過去問題

39

蒸気消毒

49

消毒薬の概要

59

模擬試験

40

その他の理学的消毒法

50

器具の使い方

60

重要ポイント解説

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（衛生管理）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する。

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

皮膚の構造

皮膚の表面 11

皮膚の循環器系と神経

皮膚の血管 21 爪のはたらき

2 表皮 12

皮膚の付属器官の整理機能

対外保護作用 22 練習問題

3 表皮と真皮の境 13 体温調節 23

皮膚と皮膚付属器官の保健

皮膚と全身状態

4 皮下組織 14 知覚作用と皮膚反射 24 皮膚と精神

5

皮膚付属器官の構造

毛 15 分泌排泄作用 25

皮膚と栄養

皮膚とし好品

6 毛の構造 16

呼吸作用　　　　　　吸

収作用 26 皮膚と体内病変

7 毛の型と毛の成長周期 17 貯蔵作用 27 前期の復習

8 毛の成長、性状、立毛筋 18 免疫・解毒・排除作用 28 前期期末試験の解説

9 練習問題 19 再生作用 29 皮膚の水分と脂の状態

10

脂腺（皮脂腺）

汗線、爪 20 毛のはたらき 30 皮膚・付属器官とホルモン

科目名・（時間数） 担当 実務経験

保健（60時間） 保健教員資格取得者 3年以上（美容師）

目標

人体の構造及び機能と皮膚科学についての知識を深め、

美容師になるための保健の基礎を習得する

対象 教科区分 授業方法

２年 専門必修科目・学科 講義



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

31 皮膚の保護と手入れ 41

温熱・寒冷による

皮膚障害 51 後期期末試験の解説

32 毛の保護と手入れ　　　　　　　　　　爪の保護と手入れ42

角化異常・色素異常

による皮膚疾患

血管腫（アカアザ） 52

毛と爪の疾患

そのほかの毛の疾患

33

子供のおしゃれによる

皮膚トラブル 43

脂腺母斑

下肢静脈瘤

分泌異常による皮膚疾患 53

毛と爪の疾患

爪の疾患

34

皮膚と皮膚付属器官の疾病

皮膚の異常とその種類 44 練習問題 54

皮膚の腫瘍

良性腫瘍

35

皮膚疾患の原因

皮膚疾患の治療法 45 化膿菌による皮膚疾患 55

皮膚の腫瘍

悪性腫瘍

理容・美容とがん

36

皮膚炎と湿疹・　　　蕁

麻疹・薬疹 46 ウイルスによる皮膚疾患 56

皮膚科学総括

フォローアップ

37

皮膚炎と湿疹・　　　蕁

麻疹・薬疹

接触皮膚炎(カブレ) 47 真菌による皮膚疾患 57

皮膚科学総括

フォローアップ

38

皮膚炎と湿疹・　　　蕁

麻疹・薬疹

日光皮膚炎(日焼け) 48

衛生害虫による皮膚疾患

感染症の皮膚疾患の予防 58

皮膚科学総括

フォローアップ

39

皮膚炎と湿疹・　　　蕁

麻疹・薬疹

湿疹患者のケア 49

毛と爪の疾患

白髪～脱毛症 59 国家試験解説

40 口唇の疾患 50

毛と爪の疾患

多毛症 60 国家試験解説

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（保健）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する。

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1 香粧品概論 11 界面活性剤 21 基礎香粧品

2 香粧品の規制 12 界面活性剤② 22 化粧水

3

香粧品の安定性と

取り扱い上の注意 13 界面活性剤③ 23 クリーム・乳液

4 香粧品と安全性 14 高分子化合物 24 その他の基礎香粧品

5 香粧品用原料 15 色材 25 メイクアップ用香粧品

6

皮膚と水

頭皮や毛髪の

健康な状態 16 色材② 26

ポイントメイクアップ

香粧品

7

爪の性状

まぶたや唇の性状

香粧品のなりたち 17 香料 27

頭皮・毛髪用香粧品

シャンプー剤

8 水性原料 18 その他の配合成分 28

頭皮・毛髪用香粧品

ヘアリンス剤

ヘアトリートメント剤

9 油性原料 19 その他の配合成分② 29 スタイリング剤

10 油性原料② 20

ネイル、まつ毛エク

ステンション用材料 30 スタイリング剤②

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

香粧品（30時間） 香粧品教員資格取得者 3年以上（美容師）

目標

香粧品と薬剤について知識を深め、美容師になるための香粧品の基礎を習得する

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・学科 講義



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1
ファッション文化史　　日本編

90～2000年代 11

ファッション文化史　　西洋編

18～19世紀 21 期末テスト対策

2
ファッション文化史　　西洋編

古代エジプト 12

ファッション文化史　　西洋編

19世紀 22 国家試験対策問題

3
ファッション文化史　　西洋編

古代ギリシャ 13

ファッション文化史　　西洋編

20世紀初頭～1930年代 23 国家試験対策問題

4
ファッション文化史　　西洋編

中世 14

ファッション文化史　　西洋編

1950年代 24 国家試験対策問題

5
ファッション文化史　　西洋編

古代ローマ・ゲルマン 15 期末テスト対策 25 国家試験対策問題

6
ファッション文化史　　西洋編

中世髪型 16

ファッション文化史　　西洋編

1960年代 26 国家試験対策問題

7
ファッション文化史　　西洋編

古代ローマ・ゲルマン 17

ファッション文化史　　西洋編

1970～1980年代 27 国家試験対策問題

8
ファッション文化史　　西洋編

16世紀 18

ファッション文化史　　西洋編

1980～1990年代 28 国家試験対策問題

9
ファッション文化史　　西洋編

17世紀 19

ファッション文化史　　西洋編

1990～2000年代 29 国家試験対策問題

10
ファッション文化史　　西洋編

18世紀 20 礼装 30 国家試験対策問題

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・学科 講義

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

文化論（30時間） 文化論教員資格取得者 3年以上（美容師）

目標

人間美の創造、実現が美容師にとって重要であり、更に美的感覚と美容の歴史を学ぶ

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

第3編　顧客のために

サービス・デザイン 11 後期試験対策 21

2 サービス・デザイン② 12 国家試験対策 22

3

マーケティング

マーケティング・ミックス 13 国家試験対策 23

4

マーケティング②

マーケティング・ミックス

様々な要因 14 国家試験対策 24

5

サービスにおける人の役割

接客についての理解

良い接客のために 15 国家試験対策 25

6

サービスにおける人の役割

②接客の実践 16 26

7

サービスにおける人の役割

③接客における

トラブルと対応 17 27

8

サービスにおける人の役割

④発生が予想される問題

問題を深刻化させない対策 18 28

9 後期試験対策 19 29

10 後期試験対策 20 30

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・学科 講義

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

運営管理（１５時間） 運営管理教員資格取得者 3年以上（美容師）

目標

経営者の考え方や責任・役割と顧客を満足させるサービスを学ぶ

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

8章　エステティック

エステティック概論

皮膚と生理と構造 11

10章メイクアップ

メイクアップ概論顔の形態学的な観察

メイクアップと色彩 21

着物のいろいろ

帯

2
カウンセリング

美容におけるマッサージ理論 12

皮膚の整理と構造

メイクアップの道具 22

小物

着物各部の名称

着物のたたみ方

3

フェイシャルケア技術

フェイシャル及びデコルテマッ

サージ 13

スキンケア

ベースメイクアップ 23

着付の一般的要領

留袖着付け技術

振袖着付け技術

4
フェイシャルパック

ボディケア技術 14

アイメイクアップ

リップメイクアップ

ブラッシュオンメイクアップ 24

帯締め・帯揚げの結び方

男子礼装羽織・袴着付け技術

羽織のひもの結び方

5
ボディマッサージ

復習テスト 15

まつ毛エクステンション

復習テスト 25

女子袴着付け技術

婚礼着付けの際の注意事項

6

9章ネイル技術

ネイル技術概論

ネイル技術の種類 16

日本髪の由来

日本髪の各部の名称

日本髪の種類と特徴 26

和装花嫁　洋装花嫁

（ウエディングドレスの知識）

復習テスト

7
爪の構造と機能

爪のカット形状 17

日本髪と調和

日本髪の装飾品

日本髪の結髪初道具 27 序章まとめ

8
ネイル技術と公衆衛生

カウンセリング 18

日本髪の結髪技術

日本紙の手入れ

かつら 28 第1章まとめ

9
ネイルケア

アーティフィシャルネイル 19 復習テスト 29 第2章まとめ

10
手と足のマッサージ

復習テスト 20

12章着付けの理論と技術

着付けの目的　礼装

着物と季節 30 第3章まとめ

科目名・（時間数） 担当 実務経験

美容理論（114時間） 美容理論教員資格取得者 3年以上（美容師）

目標

美容技術の向上のため知識を深め、美容師になるための

美容技術理論の基礎を習得する。

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・学科 講義



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

31 第4章まとめ 41 国家試験対策　過去問 51 国家試験対策　過去問

32 第5章まとめ 42 国家試験対策　過去問 52 国家試験対策　過去問

33 第6章まとめ 43 国家試験対策　過去問 53 国家試験対策　過去問

34 第7章まとめ 44 国家試験対策　過去問 54 国家試験対策　過去問

35 序章・第1章まとめ 45 国家試験対策　過去問 55 国家試験対策　過去問

36 第2・3章まとめ 46 国家試験対策　過去問 56 国家試験対策　過去問

37 第4・5章まとめ 47 国家試験対策　過去問 57 国家試験対策　過去問

38 第6・7章まとめ 48 国家試験対策　過去問 58 国家試験対策　過去問

39 国家試験対策　過去問 49 国家試験対策　過去問 59 国家試験対策　模擬

40 国家試験対策　過去問 50 国家試験対策　過去問 60 国家試験対策　模擬



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

61 国家試験対策　模擬 71 国家試験対策　模擬 81 国家試験対策　模擬

62 国家試験対策　模擬 72 国家試験対策　模擬 82 国家試験対策　模擬

63 国家試験対策　模擬 73 国家試験対策　模擬 83 国家試験対策　模擬

64 国家試験対策　模擬 74 国家試験対策　模擬 84 国家試験対策　模擬

65 国家試験対策　模擬 75 国家試験対策　模擬 85 国家試験対策　模擬

66 国家試験対策　模擬 76 国家試験対策　模擬 86 国家試験対策　模擬

67 国家試験対策　模擬 77 国家試験対策　模擬 87 国家試験対策　模擬

68 国家試験対策　模擬 78 国家試験対策　模擬 88 国家試験対策　模擬

69 国家試験対策　模擬 79 国家試験対策　模擬 89 国家試験対策　模擬

70 国家試験対策　模擬 80 国家試験対策　模擬 90 国家試験対策　模擬

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（美容理論）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

準備の仕方

クランプの付け方 11

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(40分) 21

期末試験

ブロッキング5分

オールワインディング30分

2

正確なブロッキングの取り方

ロッドの巻き込み方

下巻き 12

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(40分) 22

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(25分)

3

正確なブロッキングの取り方

コームの使い方

下巻きの展示(センター)

下巻き 13

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(40分) 23

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(25分)

4

正確なブロッキングの取り方

コームの使い方

下巻きの展示(バックサイド)

バックサイド下巻き 14

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(40分) 24

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(25分)

5

正確なブロッキングの取り方

コームの使い方

下巻きの展示(バックサイド)

バックサイド下巻き 15

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(40分) 25

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(25分)

6

正確なブロッキングの取り方

コームの使い方

下巻きの展示(左バックサイド)

バックサイド下巻き 16

オールワインディングテスト

ブロッキング(5分)

オールワインディング(40分) 26

確認テスト

ブロッキング5分

オールワインディング25分

7

正確なブロッキングの取り方

コームの使い方

下巻きの展示(左バックサイド)

バックサイド下巻き 17

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(30分) 27

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(20分)

8

オールワインディングテスト

ブロッキング(5分)

オールワインディング(40分) 18

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(30分) 28

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(20分)

9

下巻のテスト

テストの総評

上巻きの展示 19

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(30分) 29

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(20分)

10
ブロッキング(5分)

オールワインディング(40分) 20

ブロッキング(5分)

10ブロックを正確に

オールワインディング(30分) 30

進級試験

ブロッキング5分

オールワインディング20分

科目名・（時間数） 担当 実務経験

美容実習Ⅱ

ワインディング（150時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

道具の性質を理解し、基本技術を習得する。

オールパーパスのタイムアップ（20分）と国家試験課題を習得する。

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・実技

実習

1回を3時間とする



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

31

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み25分） 44

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 57

32

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み25分） 45

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 58

33

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み25分） 46

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 59

34

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 47

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 60

35

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 48

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 61

36

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み25分） 49

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 62

37

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み25分） 50

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 63

38

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み25分） 51 64

39

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み25分） 52 65

40

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 53 66

41

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 54 67

42

国家試験課題

ワインディングタイム計り

（ブロッキング込み20分） 55 68

43
国家試験課題

確認テスト（20分） 56 69

オールワインの試験を実施し理解度を計る。卒業時に試験を行い100点満点中

60点以上を合格とし、60点以下のものに対して補講授業を行いその後、追試試験を行う。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（美容理論）を使用

ワインディング用ウィッグ・道具一式を使用する。

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

ショート・ミディアム

ロングストロークカット解説
11

ポインティングカット

セニングカット
21

国家試験課題

タイム計り（３0分）

2

ショート・ミディアム

ロングストロークカット解説
12

ポインティングカット

セニングカット
22

国家試験課題

確認テスト（３0分）

3

ショート・ミディアム

ロングストロークカット解説
13

ポインティングカット

セニングカット
23

国家試験課題

タイム計り（25分）

4

ショート・ミディアム

ロングストロークカット解説
14

国家試験課題

（ブロッキング）

国家試験課題　手順

24
国家試験課題

タイム計り（25分）

5

ショート・ミディアム

ロングストロークカット解説
15

国家試験課題

（ブロッキング）

国家試験課題　手順

25
国家試験課題

タイム計り（25分）

6

サイド・アップ

ダウンストロークカット解説
16

国家試験課題

（ブロッキング）

国家試験課題　手順

26
国家試験課題

タイム計り（20分）

7

サイド・アップ

ダウンストロークカット解説
17

国家試験課題

（ブロッキング）

国家試験課題　手順

27
国家試験課題

タイム計り（20分）

8

サイド・アップ

ダウンストロークカット解説
18

国家試験課題

タイム計り（３５分）
28

国家試験課題

タイム計り（20分）

9

サイド・アップ

ダウンストロークカット解説
19

国家試験課題

タイム計り（３５分）
29

国家試験課題

タイム計り（20分）

10

サイド・アップ

ダウンストロークカット解説
20

国家試験課題

タイム計り（３0分）
30

国家試験課題

確認テスト（20分）

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・実技

実習

1回を3時間とする

科目名・（時間数） 担当 実務経験

美容実習Ⅱ

カット（150時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

道具の性質を理解し、基本技術を習得する。

レイヤースタイル２０分での国家試験課題を習得する。



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

31

国家試験課題

タイム計り（２0分） 41

国家試験課題

タイム計り（２0分） 51

32

国家試験課題

タイム計り（２0分） 42

国家試験課題

タイム計り（２0分） 52

33

国家試験課題

タイム計り（２0分） 43

国家試験課題

タイム計り（２0分） 53

34

国家試験課題

タイム計り（２0分） 44

国家試験課題

タイム計り（２0分） 54

35

国家試験課題

タイム計り（25分） 45

国家試験課題

タイム計り（25分） 55

36

国家試験課題

タイム計り（20分） 46

国家試験課題

タイム計り（20分） 56

37

国家試験課題

タイム計り（20分） 47

国家試験課題

タイム計り（20分） 57

38

国家試験課題

タイム計り（20分） 48

国家試験課題

タイム計り（20分） 58

39

国家試験課題

タイム計り（20分） 49

国家試験課題

タイム計り（20分） 59

40

国家試験課題

確認テスト（20分） 50

国家試験課題

確認テスト（20分） 60

カットの試験を実施し理解度を計る。卒業時に試験を行い100点満点中

60点以上を合格とし、60点以下のものに対して補講授業を行いその後、追試試験を行う。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（美容理論）を使用

カット用ウィッグ・道具一式を使用する。

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1 7段のウェーブをつくる 11

7段構成（45分）

リッジの状態 21

7段構成（25分）

リッジの状態

2

ウェーブと

スカルプチュアカール 12

7段構成（45分）

耳上部の状態とピニング 22
7段構成（25分）

ウェーブの幅とループの大きさ

3

ウェーブと

スカルプチュアカール

リフトカール右巻き 13
7段構成（40分）

ウェーブの幅とループの大きさ 23

7段構成（25分）

ループの浮き、壊れ

4

ウェーブと

スカルプチュアカール

リフトカール右巻き・左巻き 14

7段構成（40分）

ループの浮き、壊れ 24

7段構成（25分）

リフトカールのおさまり

5

ウェーブとスカルプチュアカール

リフトカール右巻き・左巻き

メイポールカール 15

7段構成（40分）

リフトカールのおさまり 25

7段構成（25分）

ステムのねじれ

6

ウェーブとスカルプチュアカール

リフトカール右巻き・左巻き

メイポールカール

クロッキノールカール 16

7段構成（40分）

ステムのねじれ 26

7段構成（25分）

ウェーブ幅のバランス

7

7段構成（60分）

ウェーブとカールの関係 17

7段構成（40分）

ウェーブ幅のバランス 27

7段構成（25分）

ウェーブ幅のバランス

8

7段構成（60分）

全体のバランス（3等分） 18

7段構成　中間試験（40分）

タイム内に仕上げる 28

7段構成（25分）

ウェーブ幅のバランス

9

7段構成（50分）

ウェーブとカールの接続部 19

7段構成　（25分）

ウェーブの割れ 29

オールウェーブ

セッティング復習

10

7段構成（５0分）

カールの毛先の状態 20

7段構成（25分）

ウェーブとカールの接続部 30

オールウェーブ

セッティング（40分）

対象 教科区分 授業方法

2年 専門必修科目・実技

実習

1回を3時間とする

科目名・（時間数） 担当 実務経験

美容実習Ⅱ

オールウェーブ（１７５時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

道具の性質を理解し、基本技術を習得する。

オールウェーブセッティング25分での国家試験課題を習得する。



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

31

オールウェーブ

セッティング（35分） 41

オールウェーブ

セッティング（25分） 51

オールウェーブ

セッティング（23分）

32

オールウェーブ

セッティング（30分） 42

オールウェーブ

セッティング（25分） 52

オールウェーブ

セッティング（23分）

33

オールウェーブ

セッティング（30分） 43

オールウェーブ

セッティング（25分） 53

オールウェーブ

セッティング（23分）

34

オールウェーブ

セッティング（25分） 44

オールウェーブ

セッティング（25分） 54

オールウェーブ

セッティング（23分）

35

オールウェーブ

セッティング（25分） 45

オールウェーブ

セッティング（25分） 55

オールウェーブ

セッティング（23分）

36

オールウェーブ

セッティング（25分） 46

オールウェーブ

セッティング（25分） 56

オールウェーブ

セッティング（23分）

37

オールウェーブ

セッティング（25分） 47

オールウェーブ

セッティング（25分） 57

オールウェーブ

セッティング（23分）

38

オールウェーブ

セッティング（25分） 48

オールウェーブ

セッティング

中間試験（25分） 58

オールウェーブ

セッティング（23分）

39

オールウェーブ

セッティング（25分） 49

オールウェーブ

セッティング（23分） 59

オールウェーブ

セッティング（23分）

40

オールウェーブ

セッティング（25分） 50

オールウェーブ

セッティング（23分） 60

オールウェーブ

セッティング　試験（25分）

オールウェーブの試験を実施し理解度を計る。卒業時に試験を行い100点満点中

60点以上を合格とし、60点以下のものに対して補講授業を行いその後、追試試験を行う。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（美容理論）を使用

カット用ウィッグ・道具一式を使用する。

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1 オリエンテーション 11

Ｌｅｓｓｏｎ１０

仕上げ

2

Ｌｅｓｓｏｎ１

自己紹介 12

Ｌｅｓｓｏｎ１１

お会計

3

Ｌｅｓｓｏｎ２

あいさつ 13

Ｌｅｓｓｏｎ１２

クレーム対応

4

Ｌｅｓｓｏｎ３

ご来店時への対処法 14

Ｌｅｓｓｏｎ１３

海外研修

5

Ｌｅｓｓｏｎ４

電話での接客 15

Ｌｅｓｓｏｎ１４

語句の理解と使い方

6

Ｌｅｓｓｏｎ５

コンサルテーション

7

Ｌｅｓｓｏｎ６

シャンプー

8

Ｌｅｓｓｏｎ７

ヘアカット

9

Ｌｅｓｓｏｎ８

パーマ

10

Ｌｅｓｓｏｎ９

ヘアカラー

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・一般教養 講義

評価については前期・後期の学期末試験で理解度を計る。

100点満点中60点以上を合格とし、60点以下のものに対して追試試験を実施する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

外国語（15時間） 外部講師 英語講師

目標

外国語について知識を深め、美容師になるための

外国語の基礎を習得する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1 表情作りと活舌レッスン 11 言葉づかい

2 立ち方 12

あいさつ①

心のオアシス、四原則

3 歩き方 13

あいさつ②

あいさつチェックリスト

4

おじぎの仕方①

目的による角度 14

あいさつの実践①

立ち方、表情

5

おじぎの仕方②

分離礼の心がけ 15

あいさつの実践②

発声、おじぎ

6 今までの復習① 16

美容室での業務①

お迎え施術ロールプレイ

7 今までの復習② 17

美容室での業務②

ロールプレイ後の振返り

8

発声①

腹式呼吸、発音、滑舌 18

お会計・お見送り①

（ロールプレイ）

9

発声②

話す声のトーンを考える 19

お会計・お見送り②

（ロールプレイ）

10 話の聞き方、話の仕方 20 演習問題

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・一般教養 講義・実技

授業での提出物、学科の試験を行い評価する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

接遇マナー（20時間）

ＳＢＳ接遇・マナー指導講　資

格取得者 3年以上（美容師）

目標

美容師としての夢と接遇・マナーの知識を深め、基礎を習得する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1 １年の復習

2 顔のプロポーション

3

髪型の表現　(流れ、

艶、ボリューム)

4

写真による

ヘアデッサン①

5

写真による

ヘアデッサン②

6

ヘアデザインコンテスト

参加作品について①

7

ヘアデザインコンテスト

参加作品について②

8

写真による

ヘアデッサン画①

9

写真による

ヘアデッサン画②

10

写真による

ヘアデッサン画③

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・一般教養 講義・実習

作品を提出して評価する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

デッサン（10時間） 外部講師 教員免許（美術）

目標

デッサンについて知識を深め、美容師になるための

デッサンの基礎を習得する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1 芸術鑑賞 11 学生大会見学 21 卒業研修旅行

2 芸術鑑賞 12 学生大会見学 22 卒業研修旅行

3 芸術鑑賞 13 卒業研修旅行 23 卒業研修旅行

4 芸術鑑賞 14 卒業研修旅行 24 卒業研修旅行

5 就職ガイダンス 15 卒業研修旅行 25 合同秋季室内体育祭

6 就職ガイダンス 16 卒業研修旅行 26 合同秋季室内体育祭

7 学生大会見学 17 卒業研修旅行 27 合同秋季室内体育祭

8 学生大会見学 18 卒業研修旅行 28 合同秋季室内体育祭

9 学生大会見学 19 卒業研修旅行 29 合同秋季室内体育祭

10 学生大会見学 20 卒業研修旅行 30 合同秋季室内体育祭

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・一般教養 講義

団体行動・社会人としてのマナー・協調性などの行動と感想文で評価する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

デッサン（10時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

コミュニケーション能力向上の習得

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

ブロッキング

タイム測り

展示と実際

2

ブロッキング

タイム測り

3

ブロッキング

タイム測り

4

ブロッキング

タイム測り

5

パーマアラカルト

ビッグ・ロング・円錐・板・

ドレッド用・骨・まめロッド

6

縦･横・斜めスライスと

巻き方

7

縦・斜めスライスのブロッキ

ングと巻き方と方向性（フォ

ワード・リバース）

8
スパイラル・ピンパーマ

9

フェミニン＆エレガント

系薬液を使用する

10

カジュアル＆ナチュラル

系薬液を使用する

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・専門教育

実習

1回を3時間とする

パーマの試験を実施し理解度を計る。卒業時に試験を行い100点満点中

60点以上を合格とし、60点以下のものに対して補講授業を行いその後、追試試験を行う。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

総合美容

パーマ（30時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

パーマの手順を理解するだけでなく、いろいろなスタイルを作り出すことができる

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

セクショニングの取って

いく順番の理解 11 ペースの安定

2

セクショニングの確認ベ

ルトの作り方の理解 12 クオリティーアップ

3

ウィービングの

基本操作の理解 13

ペースとクオリティーの

バランス

4

ウィービングの

手順の理解① 14 模擬試験

5

ウィービングの

手順の理解② 15 最終確認

6

ウィービングの

手順の確認③

7 チップを正確に取る

8 ホイルを綺麗に仕上げる

9 ペースアップ①

10 ペースアップ②

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・専門教育

実習

1回を3時間とする

ダブルスター検定を受験する為、模擬試験で評価する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

総合美容

カラー（45時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

ダブルスター検定合格するための基礎を習得する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

バックシャンプー概論

準備～片付け・ブラッシング・

プレーンリンス

11

人体ワインディング②

パーマのお流し

店販テクニック

2

シャンプーの技術プロセス

（ファーストシャンプー）

タオルターバン・フィンガーブロー

12

トリートメント塗布技術①

スキャルプマッサージ

アイロンテクニック

3

シャンプーの技術プロセス

（ファーストシャンプー）

姿勢・フィンガーブロー

13

トリートメント塗布技術②

スキャルプマッサージ

アイロンテクニック

4

シャンプーの技術プロセス

（ファーストシャンプー）

マナー・ハーフラウンドブラシ

14
カラーリング後の乳化①

カラーリング後のシャンプー

5

シャンプーの技術プロセス

（セカンドシャンプー）

ロールブラシブロー

15
カラーリング後の乳化②

カラーリング後のシャンプー

6

シャンプーの技術プロセス

（セカンドシャンプー）

ロールブラシブロー

16

連続シャンプー

3人連続で洗う

疲れないシャンプー技術

7
シャンプーの技術プロセス

泡立て・シャンプー剤の量
17

ロングヘアーの

シャンプーテクニック

8
シャンプーの技術プロセス

マッサージ
18 確認テスト(筆記)

9
ヘッドスパテクニック

スタイリング剤を使用
19 確認テスト(実技)

10

人体ワインディング①

パーマのお流し

店販テクニック

20 確認テスト(実技)

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・専門教育

実習

1回を3時間とする

技術確認を行う。モデルにも評価してもらい、総合評価とする。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

総合美容

シャンプー（60時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

薬剤や道具の性質を理解し、基本技術を習得する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

日本髪の種類説明

ストレートアップ復習

2

夜会巻き復習

日本髪手順・技術説明

3 日本髪手順・技術説明

4 日本髪手順・技術説明

5 日本髪タイム計り

6 日本髪タイム計り

7 日本髪タイム計り

8 日本髪タイム計り

9 日本髪タイム計り

10

日本髪タイム計り

日本髪テスト

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・専門教育

実習

1回を3時間とする

日本髪の試験をして評価する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

総合美容

アップ（30時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

アップの基礎知識、基本技術を習得する。

日本髪を勉強する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

レザーカットの姿勢

レザーの持ち方

カット技法の復習 11 21

2

前下がりのボブスタイル

（ブロッキング、ガイドラインのカッ

ト、ネープセクションのカット） 12 22

3

シャギースタイル

（ブロッキング、ガイドラインのカッ

ト、ネープセクションのカット） 13 23

4

シャギースタイル

（トップセクションのカット、サイド

セクションのカット、フロントセク

ションのカット） 14 24

5 作品作り 15 25

6 16 26

7 17 27

8 18 28

9 19 29

10 20 30

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・専門教育

実習

1回を2時間とする

レザーカットの試験を実施し理解度を計る。卒業時に試験を行い100点満点中

60点以上を合格とし、60点以下のものに対して補講授業を行いその後、追試試験を行う。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

総合美容

レザーカット（10時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

第2章　毛髪・皮膚

コンサルティング

サロンでのコンサルティング

2

サロンでの

コンサルティング

3 毛髪診断

4

パーマ施術前の

コンサルティング

5

ヘアカラー施術前の

コンサルティング

6

ヘアカラー施術前の

コンサルティング

7

その他の施術前の

コンサルティング

8

その他の施術前の

コンサルティング

9

コンサルティングの

その他の知識

10 演習問題

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・専門教育 講義

ロールプレイングと学科試験を行い評価する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

総合美容

カウンセリング（10時間） 担任 3年以上（美容師）

目標

お客さまの心の中を的確にしり、よい対応をするための知識や技法を学ぶ。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法



回 授業内容 回 授業内容 回 授業内容

1

着物の各部の名称と

畳み方

2

体型補整等

長襦袢の着付け

3 留袖の着付け①

4 留袖の着付け②

5

帯結び

（二重太鼓）

6 留袖着付けと帯結び①

7 留袖着付けと帯結び②

8

2級検定対策留袖着付け

（タイム55分）

9

2級検定対策留袖着付け

（タイム50分）

10 模擬テスト（採点）

対象 教科区分 授業方法

2年 専門選択科目・専門教育

実習

1回を3時間とする

ＳＢＳ着付２級検定を受験する為、模擬試験をして評価する。

科目名・（時間数） 担当 実務経験

着付（30時間）

ＳＢＳ着付指導講師

資格取得者 3年以上（美容師）

目標

SBS２級着付け検定合格するための着付の基礎を習得する。

テキスト・教材など

テキストは日本理容美容教育センター発行（関係法規・制度）を使用

サブテキストとして担当者作成のプリントを使用する

評価方法


